
 

 

（７）令和３年度流山市水道事業報告書  

ア  総括事項  

令和３年度の水道事業は、令和２年度に策定した「流山市水道

事業基本計画」（流山市水道ビジョン）（以下「流山市水道ビジョ

ン」という。）の「市民への安全な水の安定供給をいつまでも」

を基本方針とし、流山市水道事業に係る認可（以下「第８次拡張

変更認可」という。）及び平成３１年４月に改定した流山市水道

事業経営戦略に基づいて事業を実施した。  

 収入面においては、本市の人口増加に伴い年間有収水量が伸び

たことにより、給水収益は前年度に比べ税抜きで２．３３パーセ

ント（７４，０９７，７５８円）の増となった。  

水道事業を取り巻く環境として、給水人口の伸び率２．６５パ

ーセントに対し、年間有収水量の伸びは１．５７パーセントに留

まっている。  

一方、運営面においては、浄水場の運転管理業務及び維持管理

等業務委託、給水装置関連及び漏水修理等業務委託、上下水道料

金等徴収業務委託について継続して民間に委託し、水道利用者の

利便性の向上と効率的な運営に努めた。  

また、水道事業のＰＲ活動のため、上下水道局で発行している

広報紙についても継続して発行した。  

イ  建設事業  

流山市水道ビジョン及び第８次拡張変更認可に基づき、既設浄

水場の改修を実施したほか、配水管の改良、拡張工事を実施した。  

既設浄水場の自己水源の改修については、江戸川台浄水場４号

井戸の水中ポンプ修繕を実施した。また、新しい水源井として、

おおたかの森浄水場に２井、西平井浄水場に１井の新設井戸の掘

削工事が完了し、井戸施設設置工事を実施している。  

このほか、既設浄水場の改修工事として、西平井浄水場の水処



 

 

理施設の更新工事を令和２・３年度の継続事業で実施し完了した。 

浄水場運転及び維持管理等業務については、令和元年度から令

和５年度まで５年間の委託契約を行い、水道水の安定供給を遂行

している。  

 一方、配水施設整備事業は、給水区域の安定した給水と一定の

水圧を確保するため、配水管の口径変更と塩化ビニル管等を、地

震に強いダクタイル鋳鉄管や水道配水用ポリエチレン管に改良す

る配水管改良工事１６件、延長７ ,０９９．９メートル、越谷流山

線 バ イ パ ス 道 路 整 備 に 伴 う 配 水 管 切 り 回 し 工 事 １ 件 、延 長  

２０１．８メートル、空気弁ボックス設置工事等２件、舗装本復

旧工事３件、面積５ ,７３５．４平方メートルを実施した。また、

未 給 水 区 域 の 解 消 を 図 る た め 、配 水 管 拡 張 工 事 ２ 件 、延 長  

６９３．２メートルを実施した。  

さらに、つくばエクスプレス沿線整備事業に係る配水管拡張工

事として、木地区、運動公園周辺地区における拡張工事３件、延

長２，０８６．６メートルを実施し、安心・安全な水の安定供給

に努めた。  

ウ  業務の状況  

令和３年度末の給水人口は２０４，７８３人で、前年度に比べ

５，２７９人増加し、給水普及率は９９．６２パーセントとなっ

た。  

年間有収水量は１９，０７６，４５６立方メートルとなり、前

年度に比べ２９５，７３７立方メートルの増となった。  

また、水道料金等の不納欠損金処理は１５４件５１４，９１８

円で、前年度に比べ件数は６２件の減、金額は２５０，１１８円

の減となった。  

このほか、給水申込納付金の調定状況は、件数では１５１件減

の２，２５９件、金額では税込みで２２，５５０，０００円減の



 

 

６５７，８００，０００円となった。  

臨時給水については、件数では１２５件増の７６２件、金額で

は税込みで１１，７１７，８２３円増の４７，４９６，０４３円

となった。  

エ  経理の状況  

 収益的収入は４，６５３，５６３，８８９円（税込み）で、前

年度に比べ４９，９１２，６９６円の増収となった。  

この主な要因は、給水収益の増加によるものである。  

一方、収益的支出は３，３７６，７４４，５８７円（税込み）

で、前年度に比べ３３，８０８，４１０円の減額となった。  

このような状況の中、令和３年度の損益は、税抜きによる収益

的 収 入 が ４ ， ２ ６ ０ ， ３ ２ ０ ， ０ １ １ 円 、 収 益 的 支 出 が  

３，１２２，１２６，３７６円で、収入から支出を差し引くと、

１，１３８，１９３，６３５円の純利益を計上することができた。  

 資本的収入は１１１，６５９，６８１円（税込み）で、前年度

に比べ８０６，５２２，０６５円の減収となった。その主な要因

は、前年度は下水道事業会計より貸付金８億円の償還を受けたこ

とで一過性の収入が発生したためである。  

 一方、資本的支出は２，８９３，２２３，０７６円（税込み）

で、前年度に比べ２９３，９９９，８９３円の減少となった。そ

の主な要因として、出資金支出額が減少となったことなどが挙げ

られる。  

なお、拡張事業費については、５８，７７０，２１３円（税込

み）で、前年度に比べ３０，３４９，２８０円の減少、つくばエ

クスプレス沿線整備事業費は９５，２６７，６２０円（税込み）

で、前年度に比べ３，３７４，８４１円の減少となっている。  

オ  経営指標に関する事項  

経営の健全性を示す経常収支比率は、有収水量の増加に伴う給



 

 

水 収 益 の 増 加 に よ り 、前 年 度 に 比 べ １ ．２ ７ ポ イ ン ト 増 の  

１３６．６０パーセントとなり、健全経営の指標である１００パ

ーセントを上回った。また、料金水準の妥当性を示す料金回収率

は、前年度に比べ１．９３ポイント増の１１５．６５パーセント

となり、事業に必要な費用を給水収益で賄えている状況とされる

１００パーセントを上回った。  

 償却対象資産の減価償却の状況を示す有形固定資産減価償却率

は前年度に比べ０．７７ポイント増の４７．５３パーセント、法

定耐用年数を経過した管路延長の割合を示す管路経年化率は前年

度比０．２９ポイント減の３．１９パーセントで施設の当該年度

に 更 新 し た 管 路 延 長 の 割 合 を 示 す 管 路 更 新 率 は 前 年 度 に

比 べ ０．２８ポイント減の０．６９パーセントとなった。今後も

更新計画に従って、着実に管路の更新を行っていく。  

経営指標の推移                 （単位：％）  

 Ｈ２９  Ｈ３０  Ｒ１  Ｒ２  Ｒ３  

経常収支比率  133.16 133.11 111.03 135.33 136.60 

料金回収率  107.37 105.57 90.91 113.72 115.65 

有 形 固 定 資 産

減価償却率  
42.55 44.15 45.48 46.76 47.53 

管路経年化率  6.90 8.64 22.58 3.48 3.19 

管路更新率  0.21 0.22 0.40 0.97 0.69 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

カ  議会議決事項  

議案番号  件             名  提出年月日  議決年月日  

議   案  

第７５号  

令 和 ３ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補

正予算 (第１号 ) 
R3. 9. 2 R3.10. 5 

議   案  

第７８号  

令 和 ２ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 決

算認定について  
R3. 9. 2 R3.10. 5 

議   案  

第８０号  

令 和 ２ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 未

処分利益剰余金の処分について  
R3. 9. 2 R3.10. 5 

議   案  

第１０６号  

令 和 ３ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補

正予算（第２号）  
R3.11.25 R3.12.15 

議   案  

第 １ ９ 号 

令 和 ４ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 予

算  
R4. 2.17 R4. 3.22 

議   案  

第 ２ ０ 号 

令 和 ３ 年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補

正予算（第３号）  
R4. 2.17 R4. 3.22 

議   案  

第 ２ ４ 号 

流 山 市 水 道 事 業 及 び 下 水 道 事 業 の

設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正

する条例の制定について  

R4. 2.17 R4. 3.22 

キ  職 員 に 関 す る 事 項 （ 上 下 水 道 事 業 管 理 者 を 除 く 。 ） 

職    種  
令和４年３月３１日  

現在の職員数（人）  

令和３年３月３１日  

現在の職員数（人）  

増減      

（人）  

事 務 職 員  １５  １５  ０  

技 術 職 員  ７  ７  ０  

合 計  ２２  ２２  ０  

 （注）令和３年度から再任用職員を含めて計上  

 

 


